
9 2023.４ 第68号 

の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
遊
佐
町
の
少
年
議
会
を
能
代
方
式
で
開
催 

○
能
代
っ
子
中
学
生
ふ
る
さ
と
会
議
の
提
言
に
予
算
付
け
を 

二
ツ
井
の
水
道
整
備
、
事
業
化
へ
の
考
え
は 

 

質
　
今
回
の
水
道
整
備
の
意
向
調
査
で
は
、
調
査
対
象
42
組

合
の
う
ち
55
％
の
23
組
合
、
世
帯
数
で
は
67
％
が
加
入
意
向

と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
天
神
地
区
は
８
割
を
超
え
て
い
る
。

未
整
備
地
域
の
事
業
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

 

答
　
水
道
整
備
に
対
す
る
機
運
は
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
捉
え
て
い
る
。
意
向

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、
事
業
費
の
積
算
や
給
水
収

益
の
見
込
み
な
ど
を
調
査
、
検
討
の
上
、
採
算
性
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
事
業
化
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

  

中
国
木
材
の
港
利
用
と
雇
用
へ
の
市
の
支
援
は 

 

質
　
会
派
希
望
で
中
国
木
材
本
社
工
場
を
視
察
し
た
。
同
社

は
港
湾
輸
送
を
重
要
視
し
て
い
る
が
、
製
品
輸
送
の
た
め
の

能
代
港
の
利
用
と
、
苦
戦
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
能
代
工
場

の
雇
用
問
題
へ
の
市
の
支
援
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

 

答
　
能
代
港
の
利
用
等
に
つ
い
て
、
ま
だ
同
社
か
ら
支
援
の

要
望
等
は
な
い
が
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
機
関
へ
相

談
し
て
い
く
。
人
材
確
保
支
援
に
つ
い
て
は
、
県
外
で
の
就

職
説
明
会
等
で
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
求
人
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
無
料
で
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
全
国
に
広
く
発
信
し

て
お
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
代
や
秋
田
県
と
も
連
携
し
、
今

後
も
尽
力
し
て
い
く
。 

希
望 
菅

原

隆

文
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平政・公明党 

 

 

 

市民ネットワーク 
（市民の声、大河の会、
　能代民政会） 

日本共産党 

シリウス 

（改選時退職者） 

鍋谷　　暁 

大 　　翔 

今野　孝嶺 

菅原　隆文 

安井　和則 

安岡　明雄 

武田　正廣 

藤田　拓翔 

阿部　　誠 

渡邊　正人 

落合　範良 

針金　勝彦 

渡辺　優子 

後藤　　健 

藤田　克美 

畠　貞一郎 

小野　　立 

相場未来子 

菊地　時子 

安井　英章 

小林　秀彦 

落合　康友 

庄司　絋八 

原田　悦子 

佐藤　智一 

伊藤　洋文 
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研修費／全国若手議員の会　東北ブロック臨時総会並び
に第1回研修会（11月1日）【小野】　資料購入費／人新世の
資本論　ほか【畠】　事務所費／能代市柳町8番3号事務所
賃借料【小野】 

 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

調査研究費／宮崎県日南市・鹿児島県南九州市・熊本県
山鹿市・荒尾市・福岡県福岡市（２月６日～９日）【会派全
員】 
・油津商店街（日南市）　・知覧武家屋敷庭園群、知覧特攻
平和会館周辺の戦跡見学（南九州市）　・西南戦争の史跡、
山鹿灯籠民芸館、八千代座見学（山鹿市）　・「子育て応援
タクシー」の実証実験（荒尾市）　・消防団活動アプリ「め組」
（荒尾市）　・天神中央公園、福博であい橋、福岡市赤煉瓦
文化館等見学（福岡市） 

調査研究費／広島県呉市・府中市・岡山県総社市（2月8日～
10日）【鍋谷、大 、今野、菅原、安井、武田】 
・中国木材株式会社本社（呉市）　・税務職員の相互併任
に関する協定（府中市）　・教育特区「英語特区」の取組（総
社市）　・ごみ減量化推進事業（総社市） 
研修費／全国地方議会サミット2022（オンライン参加　5
月12日～13日）【安岡】　シリーズ・マニフェスト大賞2022
オンライン研修会（オンライン参加　2月2日、16日、17日）
【安岡】　広報費／会派レポート【会派全員】　資料購入費
／月刊「ガバナンス」　ほか【安岡】 

令 和 ４ 年 度 　 　 政 務 活 動 費 を 公 表 し ま す  

　政務活動費は、議員の調査研究、その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議員個々に交
付しています。　交付額は月額１万円（年額12万円）です。ただし、令和４年４月の選挙で新たに当選
した議員は、年額11万円です。 

●調査研究費・研修費に使用した場合は、議長に対し調査報告書が提出されます。また、資料購入費、事務所費に使用した場合は全て領
収書が提出されます。 
●残額は市に返還されます。 

会派名 議員名 申請額 交付額 実績額 残　額 使途内容 

 


